
 

 
 
 
 

 
 

 
 

避難所運営訓練 
 

校長 下舘 文雄  

 

今年は梅雨入りが発表され何日か雨が降りましたがその後は、気温が３５度に迫る

日が何日も続きました。５月３０日（土）から中学校総合体育大会さいたま市予選会が

始まり、うれしい１勝を勝ち取った部活や悔しい思いをした部活もありましたが、大宮

八幡中学校の代表として立派な姿を見せてくれました。陸上部、女子バドミントン部、

女子バスケットボール部は県大会に出場します。また、女子バドミントン部シングルス

、ダブルスで県大会出場、さらに県通信陸上大会男子４００Ｍに出場した陸上部の菊地 

赳司さんが全国大会参加標準記録を突破し全国大会の出場権を得ました。県大会に出

場する部活は埼玉県内で、全国大会に出場する菊地さんは沖縄県で試合に臨みます。健

闘を祈ります。 

 

さて、６月２８日（土）に見沼区避難所運営訓練が実

施されました。大宮八幡中学校は指定避難所として位置

付けられており、さいたま市では、地震災害時、震度５

弱の地震が発生した場合は、必要と判断される避難場所

を、震度５強以上の地震が発生した場合は、全避難所を

開設することとなっております。また、風水害その他の

災害時においても、被害が発生し、避難を必要とする場

合に避難所を限定して開設することとなっており、昨年

度本校は、避難所として３回開設しました。本年度の

訓練は午後６時から行われ、１０名の生徒の皆さん

と卒業生、保護者の方にも参加していただき段ボー

ルベッドや居住スペースを割り振るためのつい立の

制作、炊き出しの準備、助産師さんによる講話など実

際の状況を想定して取り組む姿が印象的でした。「備

えあれば憂いなし」いつ起きてもおかしくない災害

に普段からの備えの重要性を忘れずもし、避難所が

開設された場合は活躍してくれると思います。参加

してくれた生徒の皆さん、御協力いただいた地域の

皆様、運営をしていただいた関係者の皆様、ありがと

うございました。 
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